






図 5: 図 4とほぼ同じであるが、電離圏遅延量勾配
が 50 mm/kmを越えたエポック数を示す。(Saito
et al., 2012)

計の基礎となる電離圏遅延量勾配の情報を蓄積す
るとともに、現在開発中のGAST-Dなどの国際標
準に対して、日本が位置する磁気低緯度の特性を
考慮するように働きかけていく予定である。
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